
不 動 産   8 件
預 金 23 件
生 命 保 険   2 件
その他の債権   2 件
 合 計 35 件

 本年度累計 277件

11月の差押件数
夜
間
納
税
相
談
・
納
付
受
付

　

毎
週
水
曜
日（
年
末
年
始
を
除
く
）

　
　

午
後
５
時
30
分
～
７
時

詳
し
く
は
市
役
所 

収
納
特
別
対
策
室

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
１
１
２
）

休
日
納
税
相
談
・
納
付
受
付

　

毎
週
土
曜
日（
年
末
年
始
を
除
く
）

　
　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

　
「
税
に
関
す
る
標
語
・
作
文
」（
主

催
・
租
税
教
育
推
進
協
議
会
）
の
入

選
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

【
標
語
の
部
】

関
東
信
越
国
税
局
長　

佳
作

「
納
税
で 

み
ん
な
の
笑
顔 

プ
ロ
デ

ュ
ー
ス
」

　
　

数
藤　

朱
梨
（
柿
岡
中
）

石
岡
市
長
賞

「
税
金
の 

果
た
す
役
割 

無
限
大
」

　
　

横
田　

麻
衣
（
府
中
中
）

土
浦
税
務
署
長
賞

「
納
め
よ
う　

権
利
の
裏
に
は 

義
務

が
あ
る
」

　
　

酒
井　

保
乃
花
（
府
中
中
）

「
み
ん
な
の
税
金 

無
駄
な
く 

無
理

な
く 

み
ん
な
の
た
め
に
」

　
　

三
輪　

龍
ノ
介
（
柿
岡
中
）

「
納
税
は 

み
ん
な
の
た
め
に 

自
分

の
た
め
に
」

　
　

酒
井　

大
樹
（
城
南
中
）

「
私
達
も
考
え
よ
う 

大
切
な
税
金
の 

使
い
方
」

　
　

原
田　

愛
美
（
八
郷
南
中
）

「
税
金
を 

納
め
て
安
心 

住
み
よ
い
社
会
」

　
　

飯
塚　

友
基
（
石
岡
中
）

「
税
金
を 

納
め
て
豊
か
な 

社
会
と
心
」

　
　

吉
田　

友
実
（
園
部
中
）

『
税
に
関
す
る
標
語
・
作
文
』
の
入
選
作
品

茨
城
県
土
浦
県
税
事
務
所
長
賞

「
税
金
は 

あ
な
た
の
子
の
た
め 

孫
の
た
め
」

　
　

泉　

早
織
（
柿
岡
中
）

国
税
モ
ニ
タ
ー
会
長
賞

「
税
金
で 

安
心
で
き
る 

国
づ
く
り
」

　
　

石
井　

龍
也
（
有
明
中
）

土
浦
税
務
所
管
内
租
税
教
育
推
進
協

議
会
長
賞

「
消
費
税 
一
番
身
近
で 

大
切
だ
」

　
　

石
塚　

詩
織
（
府
中
中
）

「
納
税
で 

築
く
未
来
と 

責
任
感
」

　
　

横
田　

結
衣
（
府
中
中
）

「
一
人
の
税
が 

み
ん
な
を
守
る 

み

ん
な
の
税
が 

国
を
守
る
」

　
　

大
橋　

優
樹
（
八
郷
南
中
）

【
作
文
の
部
】

石
岡
市
長
賞

「
私
た
ち
の
幸
せ
と
消
費
税
」

　
　

小
倉　

春
菜
（
石
岡
一
高
）

全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
優
秀
賞

「
税
の
大
切
さ
」

　
　

斉
藤　

友
紀
恵
（
園
部
中
）

土
浦
税
務
署
長
賞

「
税
の
あ
り
が
た
さ
」

　
　

岡
地　

恵
理
（
園
部
中
）

茨
城
県
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞

「
税
に
つ
い
て
」

　
　

廣
瀬　

友
美
（
柿
岡
中
）

土
浦
税
務
署
管
内
納
税
貯
蓄
組
合
連

合
会
優
秀
賞

「
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の 

税
金
」

　
　

三
ツ
井　

吾
朗
（
八
郷
南
中
）

「
税
に
つ
い
て
」

　
　

関　

優
希
（
城
南
中
）

土
浦
税
務
署
管
内
納
税
貯
蓄
組
合
連

合
会
長
賞

「
一
人
ひ
と
り
が
責
任
を
も
っ
て
」

　
　

高
岡　

稜
子
（
石
岡
中
）

「
人
々
の
暮
ら
し
を
支
え
る
税
」

　
　

横
田　

麻
衣
（
府
中
中
）

「
税
金
の
役
割
と
納
税
の
大
切
さ
」

　
　

横
田　

結
衣
（
府
中
中
）

「
消
費
税
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」

　
　

栗
原　

凌
（
国
府
中
）

　

土
地
に
対
す
る
課
税
は
？

　

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日

（
賦
課
期
日
）に
土
地
、
家
屋
、
償
却

資
産
を
所
有
し
て
い
る
人
が
、
そ
の

固
定
資
産
の
評
価
を
も
と
に
算
定
さ

れ
る
税
額
を
、
そ
の
固
定
資
産
の
所

在
す
る
市
町
村
に
納
め
る
税
金
で
す
。

　

今
回
は
、
土
地
の
評
価
方
法
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

土
地
へ
の
課
税
は
、
地
目
別
に
定

め
ら
れ
た
評
価
方
法
に
よ
り
評
価
し

ま
す
。
地
目
は
、
宅
地
、
農
地
（
田
・

畑
）、
山
林
、
牧
場
、
原
野
、
雑
種

地
等
を
い
い
ま
す
。
ま
た
、
評
価
上

の
地
目
は
、
土
地
登
記
簿
上
の
地
目

に
か
か
わ
り
な
く
、
賦
課
期
日
の
現

況
に
よ
り
ま
す
。

　

地
積
（
土
地
の
面
積
）
は
、
原
則

と
し
て
土
地
登
記
簿
に
登
記
さ
れ
て

い
る
地
積
に
よ
り
ま
す
。

　

価
格
は
、
固
定
資
産
評
価
基
準
に

基
づ
き
、
売
買
実
例
価
格
を
も
と
に

算
定
し
た
正
常
売
買
価
格
を
基
礎
と

し
て
求
め
ま
す
。

　

平
成
17
年
10
月
１
日
に
石
岡
市

と
八
郷
町
が
合
併
し
、「
新
石
岡
市
」

が
誕
生
し
ま
し
た
が
、
一
部
土
地
の

評
価
方
法
が
異
な
る
地
目
も
あ
り
、

平
成
21
年
度
の
評
価
替
え
で
見
直
し

を
実
施
し
ま
す
。

▲ 斉藤さん（左）と板敷さん（右）

県教育長賞に
　板敷さんと齊藤さん

　

こ
の
ほ
ど
永
年
の
女
性
団
体
活
動

の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
石
岡
市
地
域

女
性
団
体
連
絡
協
議
会
理
事
（
恋
瀬

地
区
女
性
の
会
会
長
）
板
敷
花
子
さ

ん
と
同
書
記
（
葦
穂
地
区
同
会
長
）

斉
藤
喜
成
子
さ
ん
が
と
も
に
県
教
育

長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

11
月
12
日
、
東
京
電
力（
株
）
土
浦

支
社
よ
り
、
今
年
も
街
路
灯
・
防
犯

灯
30
基
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

日
、
東
京
電

力
（
株
）
石

岡
営
業
セ
ン

タ
ー
の
井
坂

所
長
が
、
市

役
所
を
訪

れ
、
市
長
へ

目
録
を
手
渡

し
ま
し
た
。

東
京
電
力
が
街
路
灯
な
ど　

　
　
　
　

  　

30
基
を
寄
贈

▲

目
録
を
手
渡
す
井
坂
所
長
（
左
）

１９　広報いしおか　№５４
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漆
う
る
し
が
み
も
ん
じ
ょ

紙
文
書
を
詳
し
く
読
む
④

 

　
　

計　

帳

　

-

古
代
の
住
民
基
本
台
帳-

　

今
回
は
、
税
を
徴
収
す
る
た
め
の

基
本
台
帳「
計
帳
」を
取
り
上
げ
ま
す
。

文
書
の
上
に
は
「
占う

ら

べ部
」

「
多た

じ

べ

治
部
」
の
よ
う
に
、「―

部
」
と

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
以
前
の
文
書
に

も
出
て
き
ま
し
た
が
、
苗
字
の
よ
う

な
も
の
に
あ
た
り
ま
す
。
そ
の
下
に

は
名
前
が
書
か
れ
、
さ
ら
に
「
年
貳

拾
捌
」（
年
二
十
八
）と
い
う
よ
う
に
、

年
齢
が
続
き
ま
す
。

下
段
を
見
る
と
、「
正
女
」「
中
女
」

と
い
っ
た
文
字
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

は
古
代
の
年
齢
区
分
で
、
17
〜
20
歳

の
男
子
を
中

ち
�
う
な
ん
男
、
女
子
を
中

ち
�
う
じ
�
女
、
21

〜
60
歳
を
正せ

い
て
い丁

・
正せ

い
じ
�女

、
61
〜
65

歳
を
老ろ

う
て
い丁
・
老ろ

う
じ
�女
、
66
歳
以
上
を
耆き

老ろ
う

・
耆き

じ

�女
と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。

ま
た
、「
右
目
後
黒
子
」
と
は
、

右
目
の
下
に
ほ
く
ろ
が
あ
る
と
い
う

意
味
で
、
身
体
的
特
徴
も
書
か
れ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
こ
こ
に
載
っ
て
い

る
人
の
ほ
と
ん
ど
は
、
女
性
に
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
男
性
も
高
齢
と

不
自
然
な
構
成
で
す
。
実
は
、
こ
の

よ
う
な
構
成
は
、
他
の
文
書
で
も
確

認
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
な
の
で
し

ょ
う
か
？

　

そ
の
理
由
と
し
て
は
、
当
時
の
税

制
度
と
の
関
係
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

古
代
の
税
は
、
大
ま
か
に
、
租
・
庸
・

調
・
雑
徭
の
四
つ
で
し
た
。
租
と
は
、

収
穫
の
約
３
％
を
納
め
る
も
の
で
、

男
女
の
区
別
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
他
の
三
つ
は
男
性
の
み
に
課
せ

ら
れ
た
税
で
、
男
性
で
も
幼
児
や
高

齢
者
は
軽
減
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
つ

ま
り
、
男
性
よ
り
も
女
性
が
、
ま
た

高
齢
者
の
ほ
う
が
、
税
の
負
担
は
軽

か
っ
た
の
で
す
。
当
時
の
人
々
は
、

負
担
を
軽
く
し
よ
う
と
、
性
別
や
年

齢
に
つ
い
て
、
虚
偽
の
申
告
を
し
て

い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

け

い

ち

ょ

う

▲古代の住民基本台帳「計帳」

図
書
館
つ
う
し
ん

◆ 

日
時　

１
月
26
日
（
土
）

２
回
公
演　

① 

午
前
11
時
〜

　
　
　
　
　

② 

午
後
２
時
〜

　
　
　
　
（
上
映
時
間　

約
１
時
間
）

◆ 

場
所　

中
央
図
書
館 

３
階
読
書
室

◆ 

プ
ロ
グ
ラ
ム 

「
た
の
き
ゅ
う
さ
ん
」「
ゆ
か
い
な
ピ

エ
ロ
」「
と
も
だ
ち
」「
地
蔵
と
山
婆
」

《
人
形
劇

　
　

〜
人
形
劇
団 

木で

偶く

〜
》

                             　

入
場
無
料

《
講
演
会
「
絵
本
か
ら
の
訓お
し

え

〜
２
０
０
８
年
か
ら
活
か
し

て
い
こ
う
よ
〜
」》

　
　
　
　
　

  

参
加
者
募
集

《
本
の
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア
》

　

図
書
館
で
は
、
市
内
在
住
の
方
を

対
象
に
、
除
籍
し
た
本
を
無
料
で
提

供
す
る
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア
を
開
催

し
ま
す
。（
本
が
無
く
な
り
次
第
終
了
）

◆ 

日
時　

２
月
23
日（
土
）・
24
日（
日
）

　
　
　
　

 

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

◆ 

場
所   

中
央
図
書
館 

３
階
読
書
室

※
会
場
入
口
で
図
書
利
用
カ
ー
ド
ま

た
は
住
所
確
認
が
で
き
る
も
の
（
保
険

証
・
免
許
証
等
）
を
ご
提
示
く
だ
さ
い
。

中
央
図
書
館
２
階

《
１
月
の
お
は
な
し
玉
手
箱
》

・
５
日
（
土
）
14
：
30
〜
（
約
30
分
）

《
１
月
の
お
は
な
し
会
》

・
19
日
（
土
）
14
：
30
〜
（
約
30
分
）

中
央
公
民
館
和
室

《
１
月
の
お
は
な
し
フ
レ
ン
ズ
》

・
12
日
（
土
）
14
：
30
〜
（
約
30
分
）

◎
対
象
は
、
幼
児
か
ら
小
学
校
中
学

年
ぐ
ら
い
ま
で
。
ま
た
、
興
味
の
あ

る
方
は
ど
う
ぞ
お
出
で
く
だ
さ
い
。

■ 

石
岡
市
立
中
央
図
書
館 

☎
２
４
・
１
５
０
７

◆ 
日
時　

２
月
９
日
（
土
）

　
　
　
　

 
午
前
10
時
15
分
〜
正
午

◆ 

場
所　

中
央
図
書
館 

３
階
読
書
室

◆ 

講
師　

朗
ほ
が
ら
か
　

天て
ん
ぐ狗　

ブ
ッ
ク
ド

ク
タ
ー
あ
き
ひ
ろ
氏

＊
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

灰
谷
健
次
郎
著
『
天
の
瞳
』
の
主

人
公 

倫
太
郎
の
モ
デ
ル
。

　

25
歳
の
と
き
に
絵
本
と
出
会
い
、

現
在
、
全
国
の
保
育
園
、
幼
稚
園
、

小
中
高
大
学
、
会
社
や
民
生
委
員
の

＝
日
本
初　

ブ
ッ
ク
ド
ク
タ
ー

　

あ
き
ひ
ろ
さ
ん
を
お
招
き
し
て
＝

会
な
ど
老
若
男
女
を
問
わ
ず
、
絵
本

片
手
に
北
か
ら
南
ま
で
全
国
を
駆
け

巡
っ
て
い
る
。
日
本
初
の
「
ブ
ッ
ク

ド
ク
タ
ー
」
と
し
て
、
落
ち
込
ん
だ

り
、
悩
み
を
抱
え
て
元
気
が
な
い
人

た
ち
に
心
に
効
く
ク
ス
リ
（
本
）
を

処
方（
紹
介
）し
、語
り
歩
い
て
い
る
。

◆ 

内
容
・
対
象

【
第
１
部
】　

午
前
10
時
15
分
〜
10
時
45
分 

読
あ
そ
び

対
象
：
子
ど
も
（
小
学
生
）
＋
大
人

※
大
人
は
、
見
学
の
み

【
第
２
部
】

午
前
10
時
50
分
〜
11
時
50
分 

講
話

＆
処
方
（
読
み
聞
か
せ
）

対
象
：
大
人
（
特
に
、
読
み
聞
か
せ

活
動
を
し
て
い
る
方
、
子
育
て
中
の

方
、
元
気
が
欲
し
い
方
）

※
親
子
で
参
加
希
望
の
方
は
、
第
２

部
の
間
（
約
60
分
）、
お
子
さ
ん
と

離
れ
て
参
加
で
き
る
方

※
第
２
部
の
間
は
、
別
室
に
て
お
子

さ
ん
を
預
か
り
ま
す
。
申
し
込
み
の

際
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

◆ 

定
員　

１
２
０
名
（
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
）

◆ 
申
込
期
間　

１
月
５
日
（
土
）
〜

30
日
（
水
） 
※
月
曜
と
15
日
を
除
く

【休　館　日】

２月   １月
１～４
７・14
15・21
28・31

４・11
12・18
25・29

◆ 

申
込
先
・
申
込
方
法

中
央
図
書
館
へ
直
接
、
ま
た
は
電
話

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い

　　 日

時
の

記
憶
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ハーモニーコーナー
か
が
や

き
の　
未来を拓

ひひ

く

　男
ひ
ひ
と
女 ひ
ひ

生
活
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

生
活
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

未
成
年
者
（
20
歳
未
満
）
の
契
約

は
、
法
定
代
理
人
（
親
権
者
）
に
よ

る
取
り
消
し
が
で
き
ま
す
が
、
成
年

者
に
よ
る
契
約
に
は
責
任
が
伴
い

ま
す
。

　

法
定
代
理
人
の
同
意
を
必
要
と
し

な
く
な
る
20
歳
を
狙
っ
た
悪
質
な
商

法
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
セ
ー
ル
ス

（
デ
ー
ト
商
法
）
…
…
名
前
の
と
お

り
、
異
性
か
ら
電
話
が
き
て
呼
び
出

さ
れ
、
宝
石
・
絵
画
・
毛
皮
な
ど
高

額
な
商
品
の
契
約
を
さ
せ
ら
れ
て
し

ま
う

＊
家
族
が
電
話
に
出
た
時
は
、
個
人

情
報
を
与
え
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

●
キ
ャ
ッ
チ
セ
ー
ル
ス（
会
員
商
法
、

資
格
商
法
、
エ
ス
テ
な
ど
）
…
…
路

上
で
「
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
て
」
と

呼
び
止
め
ら
れ
て
話
を
聞
く
う
ち

に
、
契
約
を
さ
せ
ら
れ
て
し
ま
う

●
パ
ソ
コ
ン
・
携
帯
電
話
の
サ
イ
ト

利
用
料
…
…
サ
イ
ト
を
見
て
い
る
う

　

狙
わ
れ
て
い
ま
す
！

　
　
　
　
　

二
十
歳
の
あ
な
た
!!

■
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
市
役
所
内
）

☎
２
２
・
２
９
５
０　

月
～
金
曜
日

午
前
10
時
～
正
午
・
午
後
１
時
～
午

後
４
時
30
分
ま
で

　

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
に
よ
る
取
り
消

し
や
中
途
解
約
で
き
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　

債
務
（
借
金
）
が
払
え
な
い
等
で

お
困
り
の
時
は
、
債
務
整
理
の
方
法

を
ご
案
内
し
ま
す
。
ひ
と
り
で
悩
ま

ず
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　子どもが生まれたときに、自分も子育てを
したいと思っているお父さんたち。また、親
が高齢となり、介護したいと思っている息子
たち。現実には、朝早く出勤し夜遅く帰宅す
る毎日で、家族そろって食事をすることもま
まならないのではありませんか。

◆豊かな人生を送るポイント
　男性にとっても女性にとってもこうした

「良い循環」を作っていくことが、男女共同
参画の考え方であり、幸せな人生を送るポイ
ントともいえるのではないでしょうか。

女
性
の
た
め
の
困
り
ご
と
相
談

　

女
性
相
談
員
が
悩
み
ご
と
の
相
談
を
お
受
け

し
ま
す
。
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

■
市
役
所 

１
階
相
談
室 

毎
週
木
曜
日

■
中
央
公
民
館 

相
談
室 

毎
月
１
回
（
１
月
22
日
）

問
い
合
わ
せ
・
相
談
先　

市
役
所 

企
画
課 

男
女

共
同
参
画
室　

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
２
２
２
）

「男性の家庭進出」のすすめ
～ワーク・ライフ・バランス の考え方～

ち
に
、
出
会
い
系
や
ア
ダ
ル
ト
系
の

サ
イ
ト
に
つ
な
が
っ
て
し
ま
い
、
一

度
ク
リ
ッ
ク
し
た
だ
け
で
登
録
料
を

請
求
さ
れ
て
し
ま
う

＊
請
求
ど
お
り
に
お
金
を
払
わ
な
い

で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
マ
ル
チ
商
法
・
出
資
金
商
法
…
…

知
人
か
ら
お
金
儲
け
の
話
し
を
さ
れ

て
、
借
金
だ
け
が
残
っ
て
し
ま
う

●
多
重
債
務
…
…
消
費
者
金
融
・

カ
ー
ド
ロ
ー
ン
な
ど

▲内閣府男女共同参画白書 平成 19 年版より作成

● ３都市でみた男性の帰宅時間 ●

※東京の調査では帰宅時間の選択を「18 時前、18 時頃」か
らにしたため、それより早く帰宅している者の内訳は不明

２１　広報いしおか　№５４

◆ワーク・ライフ・バランスに注目
　そこで注目されているのが、誰もが仕事・
家庭生活・地域生活・個人の自己啓発など、
さまざまな活動を人生の各段階で、自らの
希望に沿ってバランスよく展開できる「ワ
ーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調
和）」の考え方です。パリ、ストックホルム、
東京の３都市の帰宅時間を比較すると、男
性の帰宅時間は、他の２都市を圧倒して遅
くなっています。今の働き方では、「ワーク・
ライフ・バランス」は、理想論に過ぎない
と思われるかもしれません。しかし、企業
にとっても、労働者の意識の変化やニーズ
に対応することは、優秀な人材を確保する
ことにつながり、経営面からも注目すべ
きことです。



　第 82 回 まちかど音楽祭　　

雅楽の調べ

まちかど情報センターニュース ☎ 27－5171
　　 駐車場は、まちかど情報センター駐車場（向かい側）・市営駐車場をご利用ください。

まちかど情報センターは、NPO 法人まちづくり市民会議が管理運営を行っています

☆１月のコミュニティ … どなたでも参加できます
◆第 86 回  まちかど音楽祭  　  1/27（日）14：00
◆おはなしなあに（読みきかせ会）
　　　　　　　　　　　　　 　1/12（土）14：00
◆折り紙教室　　　　　　　　 1/19（土）13：30
◆育児サークル（わんにゃん）　毎週火曜　   10：30
◆心と体の健康相談 / おしゃべり交流会
　　　　　　　　　　　　　　毎週水曜　   10：00
◆日本語教室　　　　　     　　  毎週金曜　   10：00
◆ちりめん小物つくり　　　1/5・26（土）     11：00

１月27日（日）

 　14:00〜 16:00

1月８日（火）～21日（月）
　『なごやか石岡』施設長の描いた石岡
の獅子の下絵をもとに利用者みんなで頑
張って仕上げた巨大なちぎり絵です。

なごやか石岡ちぎり絵展

まちかど音楽祭

出演
　霞北雅楽会

高校生ボランティア募集！
　学校の休みの日、かつ自分の空いている時間で
ボランティア活動してみませんか？ あなたので
きる範囲で！
活動内容……パソコンでインターネットの検索

の仕方のアドバイスとか、音楽祭の会場づくりのお手伝い 
etc.  お友達と一度”まちかど”に遊びに来てください！

桐塑人形
本多充子展

１月11日（金）〜30日（水）

　桐塑人形は、桐の木粉（おが屑）
と生麩糊を練りあげた弾性のある
粘土状の素材で素地を作り、人形
を制作する技法です。

照光寺　本堂
石岡市府中２－４－９

　
　
    バ

レンタインＤＡＹ’Ｓ

　　　　　　  リース作り

参加費　1,000円　定員  20名（要予約）
対　象　小学生以上
※未就学児親子の参加可

１月20日（日）13:00〜 16:00

参加者
募集 !!

　新年明けましておめでとうございます。早いもので、当センター
も今年で開館７年目を迎えることができました。今年も地域の皆
さまと共にまちづくりに励んでいきたいと思います。

１
月
13
日成人

式 

開
催

　

石
岡
市
で
は
、新
成
人
の
門
出
を
祝
し
、

ま
た
成
人
の
日
を
記
念
し
て
成
人
式
典
を

挙
行
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
こ
の
記
念
す
べ
き

式
典
に
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

　

新
成
人
の
方
は
、
昭
和
62
年
４
月
２
日

～
昭
和
63
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方
で

す
。
住
民
基
本
台
帳
を
も
と
に
、
昨
年
の

11
月
下
旬
に
案
内
状
を
発
送
し
ま
し
た
。

案
内
状
が
届
か
な
い
方
は
、
教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
課
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
当
日
は
案
内
状
を
忘
れ
ず
に
お

持
ち
く
だ
さ
い
。
案
内
状
は
記
念
品
と
引

き
換
え
に
な
り
ま
す
。

◆
日
時　

１
月
13
日
（
日
）

◆
受
付　

12
時
20
分
～

◆
式
典　

13
時
～   

◆
会
場　

市
民
会
館 

大
ホ
ー
ル

◆
問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会  

生
涯
学
習
課

☎
４
３
・
１
１
１
１

　
（
内
１
２
４
２
・
１
２
４
３
）

第
57
回 “
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
”
講
演
会

「
家
族
に
つ
い
て
」

│ 

保
護
観
察
官
の
立
場
か
ら 

│

　

急
速
な
社
会
の
変
化
の
中
で
、

希
薄
と
な
っ
た
地
域
の
連
帯
や
家

族
の
絆
に
つ
い
て
、
も
う
一
度
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

多
く
の
皆
さ
ま
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

● 

と　

き

● 

と
こ
ろ　

ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡

    

ひ
ま
わ
り
の
館
（
介
護
研
修
室
）

● 

入
場
料　

無
料

● 

定
員　

１
２
０
名
（
先
着
順
）

問
い
合
わ
せ　

市
役
所 

秘
書
広
聴
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
２
１
１
）

水
戸
保
護
観
察
所

　
　

統
括
保
護
観
察
官

荒　

慶
一 

氏

講
師

１
月
12
日
（
土
）

午
後
１
時
～

１月は５日から開館します。

広報いしおか　№５４　２２

▲ 昨年の成人式の出席者



　

つ
い
と
止
ま
っ
た　

赤
ト
ン
ボ

国　

府　

大
西　

和
子

風
と
遊
ん
で　

散
れ
て
る
木
の
葉

　

下
で
子
供
が　

は
し
ゃ
ぐ
秋

東
石
岡　

惣
野
代
英
子

嫁
と
姑
の　

狭
間
に
た
っ
て

　

良
く
ぞ
計
ら
う　

旦
那
様

国　

府　

篠
塚　

あ
い

秋
の
名
月　

ス
ス
キ
の
陰
に

　

何
が
恥
ず
か
し　

か
く
れ
顔

鹿
の
子　

小
畑　

す
み

澄
ん
だ
大
気
に　

ひ
と
き
わ
冴
え
る

　

秋
の
名
残
の　

花
の
色

下　

林　

加
藤　

弥
生

そ
っ
と
隠
し
た　

豊
か
な
胸
を

　

月
が
覗
い
た　

露
天
風
呂

下　

林　

岡
崎　

和
雄

燃
え
た
紅
葉
も　

一
霜
浴
び
て

　

秋
を
名
残
り
に　

舞
っ
て
散
る

下　

林　

谷
島　

清
風

古
稀
を
過
ぎ
て
も　

鍬
取
る
祖
父
は

　

今
朝
も
霜
野
の　

畑
に
立
つ

下　

林　

上
野　

千
代

言
え
ぬ
思
い
を　

察
し
て
欲
し
い

　

焦じ

れ
て
踏
ん
で
る　

霜
柱

     

市
民
ず
い
ひ
つ

　
　

善
意
に
感
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
畑　

緑
子

　

老
人
を
震
撼
さ
せ
る
殺
伐
と
し
た

世
相
の
ま
ま
で
年
が
明
け
た
。
高
齢

の
私
に
は
祝
日
も
新
年
も
な
い
が
、

毎
日
が
無
事
で
越
せ
れ
ば
目
出
度
い

と
し
て
い
る
。

　
　

  

短　
　

歌　
　

        

東
大
橋　

森　

美
千
瑠

時
な
ら
ぬ
雨
台
風
の
中
を
行
き
愛

づ
る
も
み
ぢ
に
水
辺
の
明
し

茨　

城　

大
澤　

酉
雄

こ
の
道
に
馴
染
し
犬
の
位
牌
抱
く

老
い
し
夫
婦
の
こ
の
頃
見
え
ず

　
　

俳

句

　
　

北
府
中　

野
村
畝
津
子

そ
ぞ
ろ
寒
身
の
裏
側
も
火
を
通
す

　
　

東
光
台　

野
村　

洋
子

晩
学
の
少
し
気
負
い
て
冬
に
入
る

総　

社　

一
色
し
の
ぶ

不
揃
い
の
り
ん
ご
が
並
ぶ
無
人
市

貝　

地　

小
池
つ
と
夢

ふ
る
さ
と
の
捨
て
田
を
ま
た
ぐ
秋

の
虹

高　

浜　

羽
生
ユ
キ
エ

枯
尾
花
ふ
れ
て
あ
た
た
か
祖
母
偲
ぶ

井　

関　

坂
本　

ふ
く

す
き
腹
に
焼
き
芋
ぬ
く
し
遠
き
日
々

         

小　

幡　

礒
崎　

嵐
鷲

菊
の
香
の
漂
ひ
を
り
し
駐
車
場

瓦　

谷　

鈴
木　

浦
子

献
灯
に
添
ひ
し
一
句
や
菊
ま
つ
り

柿　

岡　

野
村　

京
子

空
を
染
め
家
々
を
染
め
柿
熟
る
る

瓦　

谷　

山
崎　

景
子

赤
と
ん
ぼ
肩
に
お
頭つ

む

に
来
て
親
し

文
芸
い
し
お
か

　

旧
石
岡
市
、
旧
八
郷
町
文
化
協
会
が

ひ
と
つ
に
な
り
、
新
石
岡
市
文
化
協
会

と
し
て
所
属
団
体
44
、
会
員
３
９
０
０

人
余
で
ス
タ
ー
ト
し
て
約
二
年
が
経
ち

ま
し
た
。
現
在
、
当
会
は
副
会
長
の
上

田
孝
之
、
岩
﨑
恒
男
、
森
光
男
の
三
氏

や
各
団
体
代
表
理
事
を
中
心
に
運
営
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
欄
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
文
化

協
会
の
活
動
内
容
等
を
知
っ
て
も
ら
お

う
と
始
ま
り
ま
し
た
。
文
学
・
自
然
・

社
会
・
音
楽
・
美
術
・
芸
能
・
無
形
民

俗
・
史
跡
な
ど
で
活
動
し
て
い
る
各
団

体
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

現
代
は
、
ス
ト
レ
ス
社
会
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
芸
術
や
文
化
に
触
れ
て
心

身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
し
ま
せ
ん
か
？

各
団
体
の
活
動
内
容
な
ど
詳
細
に
つ
い

て
は
、教
育
委
員
会 

文
化
振
興
課
（
電

話
４
３
・
１
１
１
１
、
内
線
１
２
３
３
）

ま
で
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
い
。

入
会
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

文
化
協
会
だ
よ
り

石
岡
市
文
化
協
会

　
　
　
　
　
　
　

会
長　

内
山　

侑
一

総　

社　

諏
訪
ハ
ツ
エ

鴇
色
の
大
き
芙
蓉
に
歩
を
と
め
て

愛
で
し
婦
人
の
今
年
は
見
え
ず

井　

関　

田
口　

房
子

木
木
は
早
や
薄
紅
葉
せ
り
う
つ
ろ
い

の
わ
び
し
さ
感
ず
る
友
の
逝
き
し
日

泉　

町　

藤
岡
み
つ
子

葉
の
上
の
蜥
蜴
に
小
さ
く
声
か
け
て

満
天
星
の
形
と
と
の
え
る
朝

北
府
中　

梶
山
サ
ヨ
子

晴
れ
な
が
ら
霧
の
流
る
る
尾
瀬
ヶ

原
群
れ
て
揺
蕩
ふ
岩
魚
に
出
合
ふ

 

柴　

内　

羽
生　

 

俊　

姑
は
元
気
で
百
三
歳
傘
寿
な
る
嫁

の
弱
り
し
事
い
た
く
無
念
な
れ
ど

山　

崎　

荒
井　

幸
子

意
志
固
き
所
が
少
し
似
て
る
か
な

夫
と
甥
と
は
生
れ
日
同
じ　
　
　

山　

崎　

鈴
木　

 

菫　

大
窓
に
で
ん
と
座
り
て
筑
波
嶺
は

秋
の
か
が
や
き
里
を
見
下
す

月　

岡　

高
橋　

修
子

墓
な
ぎ
を
す
ま
せ
帰
る
さ
道
の
辺

の
地
蔵
に
野
菊
を
手
折
り
て
供
ふ

　

   

俚　

謡
国　

府　

篠
原
美
千
代

亀
田
親
子
も　

勝
手
が
過
ぎ
て

　

広
い
世
間
を　

狭
く
す
る

総　

社　

鈴
木　

虚
心

枯
野
道
行
く　

巡
礼
笠
に

　

正
月
も
五
日
を
過
ぎ
る
と
七な

な
く
さ
が
ゆ

草
粥

が
喰
べ
た
く
な
り
、
重
い
足
を
曵
き

ず
る
よ
う
に
街
へ
出
た
。

　

新
年
と
言
っ
て
も
街
中
は
活
気
に

乏
し
く
深
閑
と
し
て
い
る
。
私
の
人

生
の
よ
う
だ
な
…
…
苦
笑
し
つ
つ
足

り
な
い
年
賀
葉
書
を
買
っ
て
リ
ュ
ッ

ク
に
納
め
て
か
ら
馴
染
の
ス
ー
パ
ー

に
寄
っ
た
。

　

野
菜
な
ど
を
入
れ
る
と
背
中
は

ず
っ
し
り
と
す
る
。
タ
ク
シ
ー
を
呼

ぶ
と
す
ぐ
来
て
く
れ
た
。
久
々
の
外

出
で
疲
れ
た
が
座
席
に
寄
り
か
か
っ

て
ホ
ッ
と
し
た
途
端
に
、
店
内
の
電

話
機
コ
ー
ナ
ー
へ
財
布
を
忘
れ
た
こ

と
に
気
づ
い
た
。
運
転
手
は
「
も
う

無
い
か
も
…
…
」
と
言
い
つ
つ
戻
っ

て
く
れ
た
。

　

半
ば
諦
め
て
い
た
が
何
と
財
布
は

誰
か
か
ら
事
務
所
へ
届
け
ら
れ
、
レ

ジ
係
が
店
内
を
走
り
回
る
な
ど
し
て

私
の
手
元
に
戻
っ
て
き
た
。

　

私
は
財
布
が
無
事
だ
っ
た
こ
と
よ

り
も
、
ど
ん
な
時
勢
で
も
廃
れ
て

い
な
い
人
情
に
胸
が
熱
く
な
っ
た
の

で
あ
る
。
届
け
て
く
だ
さ
っ
た
の
は

何い
ず
こ処
の
何ど

な
た方
で
あ
ろ
う
か
。
レ
ジ
係

の
素
早
い
対
応
に
も
感
謝
。

　

私
は
人
々
の
善
意
に
報
い
る
た
め

に
も
、
長
生
き
し
て
命
の
限
り
善
意

の
花
を
咲
か
せ
な
け
れ
ば
と
老
体
に

使
命
感
を
抱
い
て
い
る
。

　

つ
ま
ら
な
い
と
思
っ
た
新
年
が
嬉
し

い
年
の
始
め
と
な
っ
た
。

２３　広報いしおか　№５４



わが家の アイドル

大和田　健
けんた

太 ちゃん（５か月）
　　　　　　　　　　　　　　若松二

いつもみんなに最高の笑顔をプレゼン
トしてくれます！
パパ・ママから　すくすく元気に育っ
てね♥

髙橋　桜
さくら

 ちゃん（４歳８か月）左　　
　　   　桃

もも

 ちゃん（３歳）　　　  右
 小　幡

優しい姉と活発な妹の仲良し二人組で
す。お手伝いが大好きです。
パパ・ママから　かわいい二人の笑顔
が大好きです♥

大和田　海
かずき

月 ちゃん（２歳）
　　　　　日

ひおり

織  ちゃん (3か月）
　　旭台三

海月の２歳の誕生日と日織のお食い初め
をした時の写真です。
パパ・ママから　やんちゃなお兄ちゃん
といつもニコニコの日織、いつまでも仲
良くね♥

石
岡
ひ
な
巡
り

〜
御
幸　

金
丸　

香
丸　

　
　
　
　

中
町　

守
木
〜

　

石
岡
商
工
会
議
所
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
と

石
岡
ひ
な
巡
り
実
行
委
員
会
で
は
、
中
心
市

街
地
（
御
幸
、
金
丸
、
香
丸
、
中
町
、
守
木
）

の
商
店
を
中
心
に
『
石
岡
ひ
な
巡
り
』
を
開

催
し
ま
す
。

　

期
間
中
、
お
雛
様
（
雛
人
形
や
吊
る
し
雛

な
ど
）
を
お
店
に
飾
り
、
お
越
し
に
な
る
み

な
さ
ま
を
も
て
な
し
の
心
で
お
迎
え
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

◇ 

期
間
中
の
日
・
祝
日
に
は
、
石
岡
商
工

会
議
所
女
性
会
が
甘
酒
の
接
待
を
行
う
ほ

か
、
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
な
ど
も
実
施
す
る
予

定
で
す
。

◇ 

石
岡
商
工
会
議
所
女
性
会
の
メ
ン
バ
ー

が
、
雛
人
形
な
ど
の
飾
り
付
け
の
お
願
い
に

伺
い
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■ 

問
い
合
わ
せ　

石
岡
商
工
会
議
所

　

☎
２
２
・
４
１
８
１

◆ 

期　

日　
　

　

２
月
２
日
（
土
）

　
　
　
　

〜
３
月
３
日
（
月
）

■ 

主　

催　

　

石
岡
商
工
会
議
所
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

　

石
岡
ひ
な
巡
り
実
行
委
員
会
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